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１． はじめに 

 南アルプスは、標高3,193ｍの北岳から南にのびる白根南嶺、間ノ岳（3,189ｍ）から南西にのび

る赤石山脈そして甲斐駒ケ岳（2,967ｍ）、鳳凰三山などを含む大きな山域であり、国立公園に指定

されている。地質は、甲斐駒ケ岳と鳳凰三山が主に花崗岩であるのに対し、白根山系と赤石山系は

四万十層群で構成され、砂岩・泥岩の互層を主とする他、海洋プレートの沈み込みに伴う付加作用

により玄武岩質の岩石やチャートなどの遠洋性堆積物等も含まれ 1）、変化に富んでいる。 

       

     図1 南アルプス概念図2）               図2 赤石岳と北沢 

 

南アルプスの高山帯に生息する植物は、これまで多くの調査研究がなされてきた 2,3）。湯浅らに

よる現地調査と文献調査によると静岡県側において223種103変・亜種が確認された 3）。 

静岡市を玄関口とする南アルプスの一般登山者コースの中で椹島を基点に千枚小屋から荒川三

山さらに赤石岳を経て赤石小屋に向かう登山コースは、年間4,000人以上の登山者が訪れる人気コ

ースとなっている 5）。登山路沿いには、様々な環境に成立する植物群落が認められ、一般縦走路か

らでも多くの高山植物を観察することが可能である。しかしながら登山路沿いからどのような植物

が見られるのかは明らかでない。 

 そこで、多くの植物が見られる南アルプス千枚岳～荒川岳～赤石岳の登山ルート沿いに生息する

高山植物の簡易検索表を作ることを目的として、植生調査等を実施した。登山路沿いから種名が確

認できた植物についてリストを作成したので、その一部を報告する。 

 

２． 調査地および方法 

 調査地は、静岡市葵区田代にある千枚小屋（標高2,610ｍ）から千枚岳（2,880ｍ）、荒川三山（悪

沢岳（3,141m）、荒川中岳（3,083m）、荒川前岳（3,068m））、赤石岳（3,120m）から北沢を経て赤石

小屋へ下る一般登山路沿いである。 

 



 
図3 千枚岳と荒川三山 

調査は、1990年代に植物群落の植生調査などに同行し、数回の予備調査を行った後、2001年７

月17日～20日、8月9日～12日、8月29日～9月1日に実施した。1日目は、南アルプスの登山

基地となっている椹島までバスとリムジンバスに乗り次いで移動し、椹島から赤石小屋までは歩い

た。2日目は、赤石小屋から赤石岳を経て荒川小屋までの登山路沿いの植生について、3日目は荒

川小屋から荒川三山と千枚岳を経て千枚小屋までの登山路沿いの植生について、さらに4日目は千

枚小屋から丸山付近までの植生を調査しながら往復し椹島へ下山した。何れの場合も登山路から踏

み出さないで、登山路沿いに生息している植物の場所を地形図で確認し、植物名と高度を記録する

とともに種の特徴を表す花、葉および果実などについて可能な限り写真に記録した。 

調査には、地形図（１/25,000赤石岳）、コンパス、高度計、野帳、植物図鑑およびカメラ（交換

レンズ ニコン AF Zoom Nikkor 28～105 mm）などを携帯した。現場にて名前が分からない植物は、

写真をもとに植物図鑑 7,8,10～12)等により同定を試みた。 

 

３． 結果 

3.1 植物群落について 

調査区域には、雪渓跡地植物群落（荒川岳、赤石岳）、風衝地植物群落（赤石岳～荒川岳稜線）、

低茎草本植物群落（千枚岳稜線）、高茎草本植物群落（千枚小屋付近）などが認められた。その様

子を図4～9に示した。 

 

                         

図4 赤石岳北沢雪渓跡地植物群落  図5 赤石岳風衝地植物群落  図6 荒川岳カール内雪渓跡地植物群落 

                  

図7 荒川岳風衝地植物群落   図8 千枚岳低茎草本植物群落     図9 千枚岳高茎草本植物群落 
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3.2 植物リストについて 

 登山路沿いから観察され、同定した植物名を表1に示す。なお、科、属、和名および学名等は、 

日本野生植物図鑑 7,8）の記載に従った。 





 

 

 

 

 



４．考察 

 南アルプス千枚岳～荒川岳～赤石岳を結ぶ登山路沿いから見ることができる植物について、簡易

検索表を作る目的で植生調査を行った。初夏・盛夏・晩夏の3つの異なる時期に調査を行った結果、

一つの植物について種の特徴を表す花、葉および果実等多くの情報が得られた。これらの情報を基

に同定を試みた結果、百数十種の植物がこの登山路沿いに生息していることが確認された。 

この登山コース周辺の地質は、砂岩・泥岩の互層を主とする他、玄武岩質の岩石やチャートなど

の遠洋性堆積物等も含まれ変化に富んでいる。基岩と風化した土壌等が豊かな植物相を作る要因の

一つとなっているものと考えられる。南アルプスでは、北岳と光岳に分布するムラサキ科ミヤマム

ラサキは千枚岳の一部で見られることから、生育環境の共通の要因の存在が示唆された。 
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